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3……8月1日から介護保険の費用負担が変わります。
6……子育てすくすく情報 　　7……施設の利用ガイド
8……8月の相談、HOS水泳教室参加者募集

1965年 8月 11日に「同和対策審議会答申」が出されたことを記念して制定されました。

毎月11日は「人権を確かめあう日」
2004年6月22日に、名張市が男女共同参画都市宣言をしたことにより制定しました。

毎月22日は「男女共同参画について考える日」

木津川上流管内河川レンジャー活動
夏休み自由研究！身近な川で自然観察をしよう！

■ 青蓮寺川支流 親子リバートレッキング【青蓮寺川
　　支流・横輪川上流域】
　日時　8月 2日日 午前 9時～午後 3時
　定員　20人　※先着順。小学4年生以上（小学生
の人は保護者同伴）

■ 川に入り、川を身体で体験しよう（水生生物調査
　　含む）　【木津川（伊賀市依那古地区）】
　日時　8月 8日土 午前 10時～午後 3時
　定員　30人　※先着順。小学生以上（小学校低学年の人は保護者同伴）
■ 忍者も使った薬草の宝庫、三

みうねや ま

峰山を登る【奈良県宇陀郡御杖村（三峰山）】
　日時　9月13日日 午前8時～午後3時30分
　定員　25人　※先着順。小学4年生以上（小学生の人は保護者同伴）

　　　　 ◇　　◇　　◇　　◇
※いずれも参加無料。申込方法など詳しくは、木津川上流河川事務所ホー
ムページ (http://www.kkr.mlit.go.jp/kizujyo/) または問い合わせ先へ

 河川レンジャー事務局　 0742‐36‐8760

赤目四十八滝ライトアップ＆キャンドルナイト
期間　8月 1日土～23日日の土・日曜日、8月11日火～16日日の
全日  午後7時～9時　※雨天中止

入山料　大人400円、小中学生150円、幼児無
料（名張市民は無料。※住所が確認できる証明
書の提示要） 　◎午後6時以降は駐車料金無料

  NPO法人赤目四十八滝渓谷保勝会 　 63‐3004

約 1,000 個のキャンドルで幻想的に映し出される渓谷美
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赤目四十八滝キャンプ場
　宿泊だけでなく、バーベキューなどのデイキャンプの利用もＯＫ。
隣接の滝川では、子どもたちが水浴びもできて人気！流しそうめんが
できる竹の貸し出しもしています（要予約）。
入場料　大人400円、小中学生200円、幼児無料
夏休みの営業時間　午前8時30分～午後4時30分
申込　 電話で、直接キャンプ場にお申し込みください。

 赤目四十八滝キャンプ場 　 63‐9666

大自然とふれあいながら、アウトドアライフを満喫！

今夜、星空のドラマが始まります☆
赤目自然学校 ～地球に生きてる自分を感じたい～

　この夏休み、普段できない体験や興味のあることに
チャレンジして、とっておきの思い出作りをしてみよう。

セミの一生と夏のムシムシ
赤目自然学校 ～自然観察の中から気づく大切なこと～

日時　8月 8日土 午後 6時 30分～ 9時　※随時開催（小雨決行）
場所　錦生赤目小学校運動場〔ブランコ横〕
内容　セミの羽化が見られるチャンス。観察教室ではちょっと知ら
ない虫の世界を学習しながら小さな命を感じます。

◎参加無料。当日受付　※当日、会場は赤目夏まつりを開催しています。

ワクワクワクワク
　ドキドキ　ドキドキ
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夏休み夏休みがが始始まるよまるよ
近場で近場で
できるできる体験体験をを楽楽しもうしもう！！

日時日時　8月 22日8月 22日土 午後 7時 30分～ 9時 30分 午後 7時 30分～ 9時 30分
場所場所　赤目公民館　赤目公民館　　　　定員定員　30人　30人
持ち物持ち物　懐中電灯懐中電灯、運動靴運動靴、長ズボン長ズボン、、飲み物など飲み物など
参加費参加費　100 円（星座早見盤、資料代含む）　100 円（星座早見盤、資料代含む）
内容内容　月や土星を観察したり、満天の下で　月や土星を観察したり、満天の下で
　寝ころんだりと、宇宙から感じる自然の　寝ころんだりと、宇宙から感じる自然の
　大切さを学びます。　大切さを学びます。
◎申込方法など詳しくは、問い合わせ先へ◎申込方法など詳しくは、問い合わせ先へ

赤目自然学校の野外教室。自然のおもしろさの学習

生きる力を創造する赤目自然学校生きる力を創造する赤目自然学校

　赤目自然学校は、地域の自然や文化遺産の魅力を発信し、未来に継承しようと、　赤目自然学校は、地域の自然や文化遺産の魅力を発信し、未来に継承しようと、
ボランティアの運営スタッフ12人が、得意分野を生かしながら活動。毎月1回ボランティアの運営スタッフ12人が、得意分野を生かしながら活動。毎月1回
程度開き、自然体験だけでなく、環境学習や防災学習などを行っています。程度開き、自然体験だけでなく、環境学習や防災学習などを行っています。

 赤目自然学校（宮本）　 090‐3581‐4954090‐3581‐4954


